
 

 

                                         

メガホン型翻訳機「メガホンヤク®」を成田空港において試験的に配備します 

～ 日本語のアナウンスを多言語で拡声することが可能になります ～ 

成田国際空港株式会社は、空港における緊急時の案内に備え、パナソニック株式会社が

研究開発を進めている、日本語を多言語に翻訳して繰り返し拡声することができるメガホ

ン型翻訳機（以下、「メガホンヤク®」という）を世界で初めて試験的に配備します。 

本件は、災害時や天候不良時にターミナル内に滞在されるお客様に向けた案内を行う際

の、メガホンヤク®の有用性の検証を行うことを目的とするものです。 

当社は、本件の開発にあたり実用性を高めるための開発支援をおこなっており、実用性

が検証された後、成田国際空港で本格的に導入をおこないます。 

 
＜概 要＞ 

 実 施 期 間： 2015年 12月～2016年 3月 

 対象 エリア： 成田国際空港内 

 対 応 言 語： 日本語、英語、中国語、韓国語  

 対 応 機 能： 緊急時や災害時において、ターミナル館内の旅客へアナウンスを行う場合に、メガホンヤク®を 
          用いて、対応言語に翻訳・拡声した上で繰り返し案内を行う。 

 

＜メガホンヤク®とは・・・＞ 

メガホン型の翻訳装置であるメガホンヤクは、日本語で喋ると、それを英語、中国語、韓国語に翻訳して、自動

的に繰り返し大音量で流すことができます。緊急時や、災害時にターミナルのお客様に向けて広く周知を行う際に、

英中韓の３言語へ翻訳し、日本語とあわせて 4言語を順番に、かつ繰り返して提供する特徴をもちます。 

 本実証実験では、成田国際空港がリリースしているスマートフォン向けの多言語音声翻訳アプリ、「NariTra（ナリ

トラ）」の翻訳システムと連携させた検証試験も予定しています。 

 

※ このニュースリリースに掲載されている情報などは、発表日現在の情報です。 

発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

※ 「メガホンヤク」はパナソニック株式会社の登録商標です。 

 

2015 年 11 月 12 日 

＜メガホンヤク利用イメージ＞ 

世界初！ 


